
学校番号 １０５ 

平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理（理） 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 物理 改訂版（啓林館） 

副教材等 センサー 総合物理 新訂版 （啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・物理基礎で得た知識や技能をさらに発展させ、微視的・巨視的な現象についても学ぶため、イメ

ージをしっかり持って学習に取り組んでほしい。 

・公式については、それまでに学習したことを用いて導出できるものが多いので、定義式や法則な

どの公式はきちんと覚えておくこと。 

・ベクトル量を用いることが多いので、簡単な作図を忘れないようにすること。 

 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事象・現象についての関心や探究心を高め,物理学的に探求する能力と態度を育てるとと

もに基本的な概念や原理・法則を理解させ,科学的な自然観を育成する。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然現象（物理分野）

に興味関心を持ち、意

欲的に探求しようと

する態度を身につけ

ている。 

物理現象の中に課題

を見出し、科学的論理

的に思考し、判断して

おり、導き出した自ら

の考えを的確にわか

りやすく伝える工夫

をしている。 

器具の基本操作を習

得するとともに、数

値を適切に読み取り

記録整理する技能を

身につけている。 

物理の基本的な概

念・法則を正しく理

解できており、その

後の学習の中で応用

できている。 

評
価
方
法 

・授業に取り組む姿勢 

・実験に対する参加意

欲や態度 

・ノートの記述 

・授業内での発表 

・実験レポートの考察 

・考査での記述の回答 

・実験での視察 

・実験レポートの表

やグラフなどの記録 

・授業での発問に対

する答え 

・小テスト 

・考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

 

力
と
運
動 

運動の表し方    ○ a:惑星の公転・自転による現象

に関心を持っている。 

b:単振動は円運動の射影にな

っていることに気づいている。 

c:衝突に関する実験から、運動

量が保存されていることを確

認できる。 

d:ケプラーの法則と円運動か

ら、万有引力の法則を導出でき

る。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

運動の法則 ○    

仕事と力学的エネルギー  ○   

運動量の保存   ○  

円運動と万有引力    ○ 

熱
と
気
体 

熱と物質   ○  a:気体の状態変化に関心を示

す。 

b:気体の圧力は、気体分子から

の力が原因であることに気づ

いている。 

c:熱力学の第一法則を実験に

より確認できる。 

d:ｐ-V 図から、仕事量・吸熱

量を導出できる。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

気体のエネルギーと状態変化    ○ 

２
学
期 

波 波の性質 ○    a:音や光にかかわる現象に興

味を持っている。 

b:ドップラー効果の式を導出

できる。 

c:回折格子を用いた光の干渉

実験から、格子定数を求めるこ

とができる。 

d:屈折をもちいて、レンズの性

質を説明することができる。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

音  ○   

光   ○  

 

電
気
と
磁
気 

電場    ○ a:電気や時期に関する現象に

関心を持っている。 

b:変圧について、相互誘導を使

って説明できる。 

c:電場や磁場を観察する方法

を考えることができる。 

d:電磁場について説明するこ

とができる。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

電流  ○   

電流と磁場   ○  

電磁誘導と電磁波    ○ 



３
学
期 

原
子 

電子と光    ○ a:原子や素粒子について関心

を持っている。 

b:原子核の構成から、素粒子の

存在について、定性的に説明で

きる。 

c:実験により、電子の比電荷を

求めることができる。 

d:放射線の種類やそれぞれの

性質について説明できる。 

学習状況 

実験 

ノート 

小テスト 

定期考査 

原子と原子核 ○    

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


